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【1】--- 連載開始! 教員コラム第 19 弾 第 1 回「学生時代の愛読書」 

     脳神経内科/尾原知行 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 私の学生時代の愛読書は、学問の書などではなく、沢木耕太郎の『深夜特急』（新潮文

庫全 6 巻）でした。この本は著者が 26 歳のときに「インドのデリーからロンドンまで乗

り合いバスだけで行けるのか？」という、突拍子もない思いつきから始まった実録旅行記

です。実際には旅は香港から始まり、マカオ、バンコク、マラッカ、シンガポールと、ア

ジアの街をひとつずつ踏みしめながら進んでいきます。まだインターネットもスマートフ

ォンもない時代、紙の地図と自分の直感だけを頼りに、国境を越えていく彼の姿に、私は

たちまち魅了されました。とくに旅の前半、アジアの喧騒の中での体験は、読んでいてま

るで自分がそこにいるかのような臨場感がありました。人と出会い、道に迷い、ときには

騙され、ときには心震える瞬間に出会う―そんな旅のひとコマひとコマが、鮮烈に心に残

り、ことあるごとに何度も読み返したと記憶しています。 



 この本をきっかけに、学生時代私自身もバックパックを背負い、東南アジアを旅するよ

うになりました。卒業旅行では、マレー半島をシンガポールからタイ・バンコクまでバス

や電車を乗り継いで縦断しました。安宿を探して街を歩き回り、屋台で食事をし、異国の

空気を肌で感じる日々、多くの現地のかたの親切に助けられました。どれもが『深夜特

急』の旅と重なり合い、自分の人生のなかでかけがえのない時間になりました。医師とな

った今も、あの旅と読書体験は心の奥に残っており、海外生活にあこがれ、カナダへ留学

する Motivation にもなったと思っています。 

 最近自宅にあった『深夜特急』を読み返し、再度東南アジアを旅してみたい思いに駆ら

れましたが、Google Map や Google Earth が当たり前になった便利な現代では再現できない

旅だなとしみじみ感じました。 

 

※今年度も先生方にご協力いただき、隔号にて＜教員コラム＞を連載予定です。 

第 19 弾は 2024～2025 年度の新任教授と、図書館運営協議会委員の先生方にご執筆をお願

いしています。これからもお楽しみに！（編集担当より） 

過去の教員コラムは、こちらです。 
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【2】--- 電子ブック 8 タイトル追加 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 新たに 8 タイトルが電子書籍で見られるようになりました。 

『Nelson Textbook of Pediatrics』 

『プロフェッショナル腎臓病学』 

『入門 こころの医学』 

『ハリー・スタック・サリヴァン入門』 

『トラウマインフォームドケア』 

『コーピングのやさしい教科書』 

『公認心理師のための「心理査定」講義』 

『イノベーションの普及』 

 ・新規追加電子ブックタイトルリストはこちら。学外からも利用可能です。 

24 時間、図書館に足を運ばなくても読める本、是非ご利用ください。 
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【3】--- 春風亭一之輔さん、三遊亭楽生さん落語会参加者募集中 

https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/mailnews.html
https://ebookcentral.proquest.com/lib/kyotop-ebooks/detail.action?pq-origsite=primo&docID=7044841
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00032800
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00110646
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00072226
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00031002
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00047945
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00068858
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpum/bookdetail/p/KP00022429
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/news/2025/files/38930.pdf


……………………………………………………………………………………………… 

 

“笑点“でおなじみの春風亭一之輔さんと三遊亭円楽師匠の惣領弟子・三遊亭楽生さんによ

る落語会です。お 2 人は高校の同級生。落語と特別対談をお楽しみいただきます。 

 

春風亭一之輔・三遊亭楽生「広小路寄席」 

開催日時  2025/8/28(木)13:00 

会場      京都府立医科大学図書館ホール 

定員      先着 250 名（事前申込が必要です） 

参加費     無料 

申込方法   申込みフォーム https://forms.gle/PX1Y33q7gieVXakt7  

     （1 回のお申込みで 2 名まで受け付けます。） 

主催    京都府立医科大学附属図書館 

チラシ こちら 

お申込みをいただいた方に、附属図書館から聴講券を返信します。 

 

春風亭一之輔氏プロフィール 

千葉県野田市出身。出囃子は『さつまさ』。紋は『中陰光琳蔦』。日本テレビ系列『笑点』

大喜利メンバー。2001 年 3 月-日本大学芸術学部卒業。同年 5 月-春風亭一朝に入門。同年

7 月-前座となる前座名「朝佐久」。2004 年 11 月-二ツ目昇進「一之輔」と改名。2012 年 3

月-真打昇進。 

 

三遊亭楽生氏プロフィール 

埼玉県さいたま市岩槻区出身。出囃子は『元禄花見踊前弾き』。笑点でお馴染み 6 代目三

遊亭円楽の惣領弟子。中国語習得のため、一年間中国に留学。帰国後、中国はもとより、

ヨーロッパ各地で落語を演じる。1997 年 4 月-6 代目三遊亭円楽（三遊亭楽太郎）に入門

し、「楽花生」。2001 年 3 月-二つ目昇進。2006 年 6 月-中国留学。2007 年 7 月-留学を終

え中国から帰国。2008 年 3 月-「楽生」と名を改め真打昇進。 
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【4】--- トリアス祭実行委員会インタビュー記事がアップされました 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 第 153 回トリアス祭実行委員 7 名の皆さんのインタビュー記事を京都広小路通信ホーム

ページにアップしました。今年のテーマ『医工連動』に関連した「医学のとびら展」「看護

https://forms.gle/PX1Y33q7gieVXakt7
https://drive.google.com/file/d/1MGvcKy_cxvO2VHaS9mTrSN156R7oTcvC/view?usp=sharing
https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/
https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/


のとびら展」、2026 年初夏に公開予定の映画『幕末ヒポクラテスたち』の先行上映など、

楽しみな企画が予定されています。また、学生さんならではのラーニングコモンズ「Koto 

Square」の活用法も興味深いです。ぜひご一読ください。 

前編 「医工連動」の医学・健康情報発信、お笑い、映画など多彩なコンテンツを企画

中！ 

後編 学部や立場を超えてお互いの刺激と交流の生まれる空間に 
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【5】--- 2024 年インパクトファクターと CiteScore が発表されました 

……………………………………………………………………………………………… 

 

◆クラリベイト社が発行する JCR(Journal of Citation Reports)2025 がリリースされ、2024

年のジャーナルインパクトファクター値が最新版となりました。  

 今年から、ジャーナル・インパクトファクター（JIF）の分子を計算する際に、撤回され

た論文に対する引用と、撤回された論文からの引用を除外します。詳細は、クラリベイト

のブログをご覧ください。 

↓無料ウェブセミナーも開催されます。 

「知らないと損をする！ジャーナル・インパクトファクター活用術 2025」 

 2025/7/8（火）14:00-14:45 

 要登録。お申し込みはこちらから Clarivate 

 

◆エルゼビア社が発行するデータベース Scopus(スコーパス)に、最新のジャーナル評価指

標 CiteScore がアップロードされました。 

 ・CiteScore2024： あるジャーナルの 4 年分(2021-2024)に掲載された査読論文が、特定 

の年(2021-2024)に  おいて、平均で何回引用されているかを示す指標（毎年更新） 

 ・CiteScoreTracker 2025： 翌年の CiteScore が算出されるまで毎月更新  

↓SCOPUS はこんな指標も提供しています↓ 

・論文ごとの被引用数と被引用文献  

・著者ごとの文献数や被引用数、共著者  

・所属機関ごとの分野別文献数、共著機関  

・SJR(Scimago Journal Rank)： 引用元のジャーナルの評判によって引用に重み付けした 

指標(平均＝1)  

・SNIP（Source Normalized Impact per Paper）： 分野による引用のされやすさの違いを 

考慮して、被引用率を補正した指標(平均＝1)  

 

https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/students/gakusei6/
https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/students/gakusei6/
https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/students/gakusei7/
https://jcr.clarivate.com/
https://clarivate.com/academia-government/blog/celebrating-50-years-of-journal-citation-reports/?utm_campaign=EM1_JCR_Launch_Retention_AG_RA_Global_2025_Customers_JP&utm_medium=Owned_Email&utm_source=Eloqua
https://clarivate.com/academia-government/blog/celebrating-50-years-of-journal-citation-reports/?utm_campaign=EM1_JCR_Launch_Retention_AG_RA_Global_2025_Customers_JP&utm_medium=Owned_Email&utm_source=Eloqua
https://interest.clarivate.jp/20250708_Webinar_JCR?utm_campaign=EM1_JCR_Retention_Webinar_Jul08_AG_RA_Japan_2025&utm_medium=Owned_Email&utm_source=Eloqua
https://interest.clarivate.jp/20250708_Webinar_JCR?utm_campaign=EM1_JCR_Retention_Webinar_Jul08_AG_RA_Japan_2025&utm_medium=Owned_Email&utm_source=Eloqua
https://www.scopus.com/pages/home?display=basic#basic
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【6】--- JAMA 関連誌をあきらめないで 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 電子ジャーナルへのアクセス統計を見ていると、本学から論文全文にアクセスできなか

ったジャーナル上位に JAMA 関連誌が挙がっています。 

 本学で購読しているのは「JAMA」本誌のみですが、発行後 1 年経過した論文は無料で利

用できる関連誌がございます。 

・JAMA Cardiology 

・JAMA Dermatology 

・JAMA Internal Medicine 

・JAMA Neurology 

・JAMA Oncology 

・JAMA Ophthalmology 

・JAMA Otolaryngology-Head & Neck Surgery 

・JAMA Pediatrics 

・JAMA Psychiatry 

・JAMA Surgery 等 

アクセスには、個人アカウントの登録が必要です。詳しくはこちらをご覧ください。 
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 [Book Review]・・・編集後記にかえて 

……………………………………………………………………………………………… 

 

宮本輝著『水のかたち』（集英社 2012 年） 

 

 「水の流れ」ではなく「水のかたち」。宮本輝の文章は優しい。老人の語り口のような

安心感がある。「人生は恐れることはない。人間にはそれを乗り越える力が備わっている」

こんなメッセージがあちらこちらにちりばめられている。平凡な主婦が、ひょんなことか

ら、骨董品とそれにかかわる様々な人との出会いにより、齢 50 歳で、眠っていた才能を

開花させていく、「まだまだ私も大丈夫」と勇気づけられそうな、楽しい話。心美しい主

人公とそれを取り巻く人々の愛と癒しの物語。ほっこりしたいときに是非。(K.M) 

（京都府立図書館所蔵「K-Libnet」で貸出が可能です） 

 

https://jamanetwork.com/journals/jamacardiology
https://jamanetwork.com/journals/jamadermatology
https://jamanetwork.com/journals/jamainternalmedicine
https://jamanetwork.com/journals/jamaneurology
https://jamanetwork.com/journals/jamaoncology
https://jamanetwork.com/journals/jamaophthalmology
https://jamanetwork.com/journals/jamaotolaryngology
https://jamanetwork.com/journals/jamapediatrics
https://jamanetwork.com/journals/jamapsychiatry
https://jamanetwork.com/journals/jamasurgery
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/news/2025/files/38927.pdf
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/k-libnet.html


     KPUM Library Booklog：https://booklog.jp/users/kpumlib  

    この本のページ：https://booklog.jp/item/1/4087453359  

 

……………………………………………………………………………………………… 
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